


















































ゼブラフィッシュの胸ヒレは 2 種類の内骨格 (前後軸に沿って並ぶ 4 個の近位担鰭骨 (proximal 
radial) と 6-8 個の遠位担鰭骨 (distal radial)) と外骨格 (鰭条) から構成されており、全ての鰭条は























腹側の lobe 領域と表記することにする。 
本研究では第 2 章、第 3 章における尾ヒレ形態の解析を行うために、内骨格と鰭条の接続関係に
基づき高頻度に見られた 16 本の鰭条を選択し、背側 8 本の鰭条を Dorsal fin-ray (DR) 1-8、腹側 8 本
の鰭条を Ventral fin-ray (VR) 1-8 とした。 
 
第 2 章：切除位置依存的な鰭条の再生する長さの制御機構 
魚類と同様に高い再生能力を持つ両生類の四肢再生では、切除された四肢の先端に形成される再
生芽細胞が自身の器官内での相対的な位置の情報（位置記憶: 図 2 左）を持っており、その情報を用
いて失った組織のみを正確に再生すると考えられている。しかし、魚類のヒレ再生において、鰭条の
再生する長さが位置記憶に基づいて制御されているのかは不明である。鰭条が再生する長さは、再生
































い鰭条が再生することがわかった。次に、体サイズ変化への GH と IGF の関与を調べるために、GH
と IGF1 を尾ヒレ再生中の個体へ投与し、再生期間内における体サイズ変化量への影響を調べたと




















を尾ヒレに伝える機構として全身性シグナルの関与を考え、その候補として GH と IGF に注目し
た。GH や IGF の投与実験および GH/IGF シグナル経路の遺伝子発現解析から、GH シグナルや IGF
シグナルは体サイズ変化を促進すること、鰭条の再生成長を促進することが示唆された。これらの
ことから、体サイズ変化時には GH シグナル量、IGF シグナル量が尾ヒレに “体サイズ変化の情報” 
として伝達され、尾ヒレは受け取った GH シグナル量、IGF シグナル量に応じて鰭条の成長を促進
させることで、体サイズ変化を鰭条の再生する長さに反映させているのかもしれない。 
 体サイズ変化時において、尾ヒレ内の IGF シグナルはどのようにして鰭条の長さに変換されるの
だろうか。例えば、全身性シグナルは鰭条が持つ位置記憶 (組織状態) を書き換えることによっ
て、再生する鰭条の長さを常に変化させているのかもしれない。これを検証するためには、鰭条の
太さを制御する機構に加え、尾ヒレ内における IGF シグナル量の変化が再生する鰭条の長さの変化
にそのように繋がるのかを明らかにする必要があるだろう。 
 
